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● ｢ぁすなろ会…さまざまな病気で永い聞苦し
んでいる患者やその家族が集まって､昭和48年11

月に18名で発足し､現在全点は賛助金Aあわせて

140名になっています｡

会長の掃射土､高安薪(大動廉炎症候群) ･天痕

唐など約60以上にもなっており､あまり知られて

いない病気も多く､このうちどの薪気が丑く､ど

れが丑いかなどの判別はつけがたく､いずれにし

ても長い年月､病のために本人はもとより家集共

ども社会的に捷済的に制約された生活を余俄なく

され､病苦をいっそうつのらせています｡

ともすれば､くじけそうになり､何人かの方が､

自ら命を斬つという悲しい姿もみられました｡

私たちIi､瓢独ICあっては弱いのです.弱い力

でも､手をとり合い､励まし合って病苦をとり払

●憲子笠票苦…誓えて行くた批｢肘な

私たちが､自分の病気のことに気をとられてい

る間に､ r福祉政策見直し｣詮が次弟に大きくなろ

うとしています｡これは｢低成長のもとでは､福

祉政策も切りつめて当魚である｣という考え方に

立ち､批こちのねがいと逆行するもの{･す｡

ストレスと､いろいろtJ:公膏が渦巻く現在の社

金額境の下では､昨日まで健康だと思っていた人

が､考えてもいなかった足癖に皮されていたとい

うようなことがおこっています｡

個人参加社病患者の会は､ BIl名｢あすなろ金｣

ともいいます｡あすなろとは.里給･7スナT,｢明

日はヒノキlこなろう｣との意味です｡

医療や福祉の状況はますます厳しくなっており

ますが､苦しい中にも生きる喜びを共にわかち合

えるよう日常の活動を峠広く実施してゆけIf.千

がては社会一般の理解と支援が得られることを確

信して､運動を施錠してゆきたいと思います｡

(私たちの訴え〉

1　原田不明､治療乾もなく､永い年月にある患

者をすべて杜病と露めて下さい｡

2　医療女の公費負担を早急に実現して下さい｡

3　介護手当の増額､通院費の無料化を東現して

下さい｡

4　発病原田の究明と治療法の確立を促進して下

さい｡

5　各種生涯年金を無病患者にも家定して下さ

いo

6　小児妊病にも福祉の手をさしのべて下さい｡

7　すべての難病患者に身拝手帳を交付して下さ

い｡
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◎　会長代行に斉藤副会長

-　役員会で決まる　-

今年､大きな手術をされた石川会長は､その後ぶどう狩りや国会清原､会報の発刊

など会の運営に精力的な活動を進めて参りましたが､このたび体の不調から(医師の

括示もあり)在宅療餐することになりました｡

このことから1 1月1 4日役月余を開催､今後の対策を模討(灘遵･伊藤事務局

からも助言がありました｡ )いたしました｡その結果､斉藤副会長を会長代行とし

現体制のまま在任期間を継蔑することとしました｡

○　斉藤会長代行淡

入会して日か浅く､不tFれなだけに大変な役と思います｡みなさんの意を早く

汲みとると共に､役員｢周の協力はもとより発達の御括導を賜り､精一杯重安を

果して参りたいと存tSますので､よろしくお廉い申し上げますo

今は､石川会長が御自愛専-に過ごされ､健康を回復されますことを会月一同

と共に､心より卸祈念いたしますC

｢斎藤　記l

塵
て軍都,･･･'bAF-牌蛸足ゝ桝l･喪中か･.vSf;;LSを十･t:i.
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1 0月6Ⅰ]秋晴れの中バスに乗って､ぶどう刈りに出

かけま　した｡

私の隣は若いお兄さん｢え.青年が難連のレクレー

ションに何故?｣彼はにっこり笑って｢今日はボラン

テアで参加です｡ ｣

社会福祉専門学校の生徒さんが女性1人男性2人の参

加でした｡若く美しい若者が､にこにこ､きびきびと一､

そうして大変やさしく､ヘルパーしてくれました｡

現地でおもちつきをして､つきたてのおもちを美味

く食べて｡

●い三言三笠≡言霊≡冨三三.T',Lc'<=去至芸≡孟;こ書芸三千

帰りのバスに乗ったら､皆さんに1箱づつ頂いて､それ

は楽しい1日でした｡

企画された方連､本当に御苦労さま､大変楽しく有り

難うございました｡
r深薄　記j

一柳棚還CSIc穿-
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*　　施療讃埋諮夜会と相諾桂会　　隷=

10月1 3日あすなろ会の主催で医療諺読会と相談会を開催しました.

(演題)　r心臓病とペースメーカーとは｣

歩　講師　*手稲渓仁全病院副院長･心臓血管外科部長　酒井　圭輔　先生

等　会場　*札幌東区民センターでしたが_参加者】 2名と他8名です｡もっと集まって

ほしかったとおもいましたが､とても戎念です｡ ?　　r石川　記｣



*　　全国患者家族大発会に参カロして　　*

1 1月17日の午削0時1 5分千歳空港発で東京へ集会会場へついたのが午後1時す

ぎでした｡昼食が終わってからはJ PC息着金の代表者からの換拶が有はした8挨拶や

集会の蛸が終わったのが4時です｡ 6時からは夕食交流会があ｡ました｡翌(18日)

は午前1 1時過ぎから日比谷公武よ｡デモ行進をし･午後からは何親みかに馴れて､厚生

乱建設省他と行きましたが,私lよ伊藤事務局長さん他3 0名程で厚生省へ行きました｡

ここでは椅子の数もすくなく半分位の人は2時淘たちばなしでした･とてもつらかったで

す｡この息者集会に参加して一番感じた利ま,私達患者は強い精神力と広い心をもって･

決●病気に負ける事なく,明るく大きな希望を特-て･生きていく串が大切だなと､つ

くづく考えさせられました｡会員の皆軌私達共々元気で頑張りまLJ:う｡そして発病連

の行革_あすなろ会の種々の会合や行事等に多数の方が参加去れて一明Eltこ向かって･明

るく希望ある人生を追求してまいりましょう｡　　　　　　　　　r日下部　軌

ヒ車重道難病連十勝支部一難病患者家族交流会

潜に息着金のないか亮息者家族交流会が平成3年9月1 4日(土)亭広市総合福祉セン

ターで開催しました｡

患者家族　10名　　　ポランチャ　1名(消防署の方です. )

.役曹2名　支部長の挨拶　江口支部長です｡

自己紹介　　t･T-ォ{いのちを支える人々l休憩　櫛月さんのシュークリーム日.

≡∃巨室冠頭∈≡

ビデオを見た後､皆んなで感臥感軌自分達よ｡大変と言い話し合っていました｡

福祉聞塵の事r交通費､その他J ･薬の飲み方･自己流では飲まない乳シュークリーム

を食べながらお茶を飲み和気あいあいで話がつきないようでした｡患者さんの中で秋山さ

んと言う方が､バージャ病,とても気特のはっき｡した方で,お手かをしてくれるよう

ですV時間が早くて4 : 30分にな｡.又お厳い致しますと､楽しみにしておりますと皆

様が富んでくれましたo r成田　記J
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*　個^参加】団体一全回交流会　*･

この度J PC主催の傭人参加難病息者の会の交流会が9月28 I 2 9日に真夏の京都教育

文化センタ-で開催される割こな｡-北海道からr個人参加部会･あすなろ会｣から.

石)り会長と日下部の2名が参加させて戴き-た｡出発日は9月27日,この削ま台風の

膨轡で大南で気温は1 4度･飛行-飛ぶのかと心配でしたが無事･柏空港へ到着し､経

つとしましたが､これが又真夏のため大齢ま気温29度で日本晴でかのにはまいはし

た｡なにはともあれ京都に無事に着き､文化センターに糾する｡翌日28日lま午後1時

よ｡受付2時よ｡代表幹事の伊藤氏の挨軌こ始ま｡･各県からの報告rl県釣5分程度j

が有｡･その後は交議会に入る､第1日日は午後6時終了する｡ 29日は午前9時より弟

2日日の交流会を鯛し･前日よ｡少し人数が減ったかな､ 28日は12の道府県から点

者豪族が50名程参加したが､ 2日日比3ユ名でした｡これも皆さん点者なので,疲れた

のでしょう｡かと言う私も疲れれた｡だが一つ私が言える如各県の役員の方々の言葉●

をか｡ますならば､一つは役員不足･二つ日は財政問題･三つ引ま点者同志の交茂がない

四つ日は会報づくり伽､ろいろと有はすが･まづ全国の患者さんともっと交流をはか｡

各団体との情報交換を深めていくことだと息いました｡又交流会には京都わらび会の皆様

が大変お忙しいかをされて本当に称苦労様でした｡わたしもこの交溢会に参加して大変

だと言う事を実感しました｡だが患者は点者同志でなければわからない阜がまだrいっぱ

いJあるわけで､それをのりこえて東亜っていきたいと思います｡

終わりにこれからの第-妙として是非各団体と共に交流をしていきたいと思います｡
こ=■　　;･-　-　--=::::::::::::::=･･･｢　-=･･･｢　-=■:｢　-　=　T

r日下部　記｣
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A顔の吏嵐の頻れて咋毎次し.でIj･JスマスJto-ティー

が/3月/ta札懐で抑健三帰したo

率_qAと如r竹中でlレどううえ｣が教で纏綿
のしりべはをJf私の乳化しミ銅lu和む-刻でしたC

.三葦三キミ宇∵ ㌻~妄轟i-

-7;葦__麦-;予三幸_三軍三三等

三: -㍗ il宣:-;-･.;アニーーIl-:-I I_;-l'-_--: - :-:-j7l i:.宣言

議還ZLkLl,;I;廟C.
. ● ヰ　　　　新年会をやり　ま　しょ　う　　　　缶

あすなろ会では初めての試みですが　新年会を企画しました｡ただし､予算があ

りませんので会費制とします｡それでお弁当とお飲み物を少々用意しますので､あ

とは各自おつまみ等(自慢のお漁物やお好きなスナック､何でも篇横です)を持ち

よって　ちょっと慎ましいですか楽しい一刻をすごしましょう｡

r上谷　記1

時　　平成4年1月2b日(日) PM. 12=00-

所　　難病センター　2F　和室

会費　1000円
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